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遺伝子組換え技術を想定した
カルタヘナ法に基づいて

判断することは適切でない。
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トレーサビリティの確保を求める。

「体細胞クローン技術を用いて産出された牛及び豚並びにそれらの後代に由

来する食品」に係る食品健康影響評価に関する審議結果（案）についての御
意見・情報の募集結果について
1実施期間平成21年3月12日～平成21年4月10日

2　提出方法インターネット、ファックス、郵送

3　提出状況172通．54人の意見者から99の意見

き知識不足

○研究者への信頼

○行政への信頼

○動物福祉

閥コミュニケーション
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当面はNOだが、部分的には受容されうるか

農業バイテクノロジーのリスクコミュニケーションはうまくいってない

人々がゲノム編集を十分理解しているようには見えない

拒否する人々は一定数存在し続けるだろうが、ゲノム編集作

物自体を拒否する芦別憂勢になる兆しはなさそう

2016年2月、日本全国の男女20～49歳を対象に認否した（回収2127人）。

子がほしいと答えた1647人（68％）に不妊の場合の家族形成の選択を尋ねたo

特別養子縁組のみ

不妊治涼を受け、授からなければ
特別養子縁組を検討する

生殖補助医療を受ける際、重視する点

「あてはまる」と「ややあてはまる」の総計
・子との血縁　81．2％
・妻が出産　77，4％
・健康な子　85．9％

・子の性別　13．3％

国昭萱

不妊治療を受け、
授からなければあきらめる
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1．狙った遺伝子改変が生態系に、社会に本当に問題ないのか

・自然界で生じる変異の発生確率を超えた改変が可能

・同時に便数の遺伝子を改変する多重改変も実行可

2．個々の研究者が設計・作製する人工DNA切断酵素

・オフターゲット変異により実意タンパク質の発生、想定外の性質の付与

・そもそもオフターゲット効果を評価しない研究も・・・責任をもって使用される？

・合意されたオフターゲット効果・変異の評価体系か末だない

3．人々の′l知る権利〟の考慮

知る権利は芭重されるべき。一方、このような作物の追跡、表示は実際上、難しい。D

NAタグの提案（塚谷裕一東大教授）。表示の範囲と、自主対応VS義務化。

Aほna SaarInen．

ミシガン州在住。
米国で卵子細胞質で生まれた
17人の一人。

健康なティーンエージャー
にみえる。

一方、妊娠中にターナーー症候群が

確認されたケースが別個にこ件おき、
一胎児は流産、

もう一胎児は減船された。

また、同時期に生まれた子で

発達障害の診断を受けたケースも。

2002年、FDAが介入し、以後、医

療としては実施せず、臨床試験として

申請するように指導。2015年、米
国議会はFDAによる関連医療の審

査を禁じる法を制定。

2016年、

出生子のフォローアップが報告された
か、一部家庭は頑創こ回答せず。
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2002年にALS変異を指懐に鐘墓室

警薯で開発された除草油性イネ　沖蕊…・軸…諒…∴I・・
～0．25％の割合で交雑することは既　笠置黒船農e軸“剛…

知であったか米国とイダノアにて栽培　．・＿．、．，

野生イネとの交雑問題が顕在化

交雑休は除草剤耐性を持ち、背丈は

2m近くまで連する
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発生能の劣る卵子の原因は緩胞質
にあるであろう。ドナー卵子の細胞質

を移植して機能回復を試みた。
医療として実施。
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①振興：規制緩和や公金投入によるイノベーション支援

②容認・中立：技術の推進も、干渉もせず

③慎重・予防；新しい技術の導入や応用を徐々に進める

④防止：技術や応用に公金投入せず、あるいは禁止

プロダクトベースでのGMO規制をとるとされるアルゼンチン、米国、プロセスベースでの

規制とされる∈U、オーストラリア、ニュージーランドの暫定規制見解を総合的に勘案

ゲノム編集琵秦等（まタンパク質かRNAで導入すると仮定

ZFN寸（NHE耀軸ndeI）、ZFN－2（HDR経由の点変異や短配列の導入）、

ZFN－3（外来遺伝子導入）

プロダクトペースのGMO規鯛　　　プロセスベースのGMO規制

‾　　　‾Y‥品｛～iii　　‾－　　　　「　　－i‾iii

規馴対兎か、0臓　規滴対象GMO
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洩梱菊象か∴∴∴∴親側関原

カルタヘナ法の施行状況の検討に関する意見募集の実施結果について
（平成28年3月10日（木）～4月8日（金））

看市民からのコメント

ゲノム編集技術など、新しい技術が登場して、「遺伝子組み換えではないか
ら」という理由でカルタヘナ法逃れを行おうとしています。意見聴取を速やかに
行うなど、新たな技術への対応を検討するべきです。ゲノム編集作物につい
て、カルタヘナ法の対象とし、厳絡な基準を設けるべきです。

菓環境省の回答

報告案P2引こある「ゲノム編集等の新たな育種技術により作出され
る外来の核酸を含まない生物等の取扱いは喫緊の課題であるが、
これらの取扱いについては、最新の科学的な知見や国際的な動
向を踏まえつつ、慎重に検討する必要がある。現時点においては、
技術を利用する者に対して親制当局に事前に相談をするように周
知するなど、案件に応じた指導などができる体制を確保すべきで
ある。」との指摘を踏まえ、規制当局として慎重に対応を検討して
まいります。

ト償p／／wwwenVgCiP／press／硝e3月p／103656pdf

カルタヘナ議定書：
生物多様性の保全及び持続可能な利矧こ悪影響（人の健康に
対する危険も考慮）を及ぼす可能性めあるLMOの安全な移送、
取扱い及び利用の分野において十分な水準の保護を確保。

LiVingModifiedOrganism（LMO）

「現代のl出力テクノロジーの利用によって得られる遺伝素材の

新たな組合せを有する生物」

しかし、ゲノム編集技術等による瀞云子改変では、「遺伝素材の

新たな組合せ」を待たず、自然に生じる変異体と同様の生物を

生み出すことが可能。

ゲノム編集は従来規制を超越したようにみえるが、董琴塾

目的を熟慮すべき。

2012年

F00d StaridardsAustraiia New ZealandGMO

workshopは、外来遺伝子を導入しないゲノム編集による

作物育種善は規制すべきでないと結論。

2013年

EnvirOnmenta ProteCtくOnALthority（EPA）で、職員

による二度の意見具申にもかかわらず、ThreeやerSOn

COmmitteeは上記タイプのゲノム編集は現行規制にあた

らないと緒論。

EPAは、最終矧こHSNOAct（1996）の対象外こした。

しかし、法解釈を誤っていると高等裁判所へ提訴された。

2014年

高裁は、上記規制対象外とするEPA決定を棄却。
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代鏡漣としての宜節子
傷像が親鳥できない

人工触中絶　劣．寿努紫

斑†∵：論詰　一幸
一軌→海上鴇

館虜封建
生鵜富

デザイナーベビー

1，想定される正と負のシナリオを短期、中長期で考える

2．個人としての姿勢を明確にしてい〈

3．社会的な議論を進め、広い合意形成へ

4．そこには市民が必ず参画しなければならない

与．社会規範としての国の規制の確立へ
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